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議
会
運
営
委
員
会

	

１
月
22
日
～
24
日

土
田
俊
人
、
山
田
富
義
、
森
山　

昭
、
武
石
栄
二
、
久
住
久
俊
、
島
田
伸
子
、

藤
田
博
史
、
武
藤
元
美
、
笹
川
信
子

出
前
委
員
会
を
設
置

○
議
会
運
営
に
つ
い
て
（
東
京
都
多
摩
市
）

　

市
民
か
ら
も
っ
と
よ
く
見
え
、
わ
か
り
や

す
く
、
そ
し
て
、
合
議
機
関
と
し
て
市
民
と

一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
し
っ
か
り
と

議
論
が
で
き
る
議
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
議

員
間
の
自
由
闊
達
な
討
議
を
通
じ
て
論
点
及

び
争
点
を
明
ら
か
に
し
て
合
意
形
成
を
期
す

る
。
市
民
の
多
様
な
意
見
を
把
握
し
、
意
思

決
定
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
事
案
に
応
じ
て

議
会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
に
対
す
る
広
報
公
聴
の
手
段

と
し
て
出
前
委
員
会
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。議会

報
告
会
開
催

○
議
会
運
営
に
つ
い
て
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

　

二
元
代
表
制
の
下
、
市
長
等
と
の
健
全
な

緊
張
関
係
を
保
持
し
な
が
ら
立
法
機
能
及
び

監
視
機
能
を
十
分
発
揮
し
、
地
方
自
治
の
本

旨
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
公
正
性
、
透
明
性
及
び
信
頼
性
を
重

視
し
、
議
決
責
任
を
深
く
認
識
す
る
た
め
積

極
的
に
議
員
相
互
間
の
自
由
討
議
を
行
い
、

市
政
の
課
題
に
関
す
る
論
点
及
び
争
点
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
議
論
を
尽
く
す
。
市
民
に

対
し
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
理

念
に
配
慮
し
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会

運
営
を
行
う
よ
う
に
努
め
、
積
極
的
な
情
報

公
開
に
取
り
組
む
と
と
も
に
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。議場

に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
設
置

○
議
会
運
営
に
つ
い
て
（
千
葉
県
柏
市
）

　

議
会
基
本
条
例
は
策
定
し
な
い
こ
と
と

し
、
一
般
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
内
容
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
議
員
間
の
自
由
討
議
を
行
い
政
策
立
案

に
生
か
す
。
議
員
提
案
の
政
策
的
条
例
の
立

案
過
程
で
は
、
公
聴
会
制
度
及
び
参
考
人
制

度
、
外
部
の
識
見
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

執
行
機
関
側
の
考
え
方
も
聞
き
な
が
ら
十
分

な
手
順
を
踏
ん
で
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
場
内
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置
し
、
中
で
も
書
画
カ

メ
ラ
と
い
う
電
子
機
器
に
不
慣
れ
で
あ
っ
て

も
資
料
な
ど
紙
媒
体
や
実
物
を
拡
大
表
示
す

る
こ
と
が
で
き
、
傍
聴
さ
れ
る
市
民
に
対
し

て
も
見
や
す
く
て
、
わ
か
り
や
す
い
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
と
め

　

行
政
視
察
で
得
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
い
、
良
い
と
こ

ろ
は
取
り
入
れ
て
議
会
活
動
の
活
性
化
に
努

め
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

大型スクリーン（柏市）

書画カメラ（柏市）

小
中
一
貫
教
育
等
調
査
特
別
委
員
会	

２
月
７
日
～
８
日

西
川
重
則
、
名
古
屋
豊
、
土
田
俊
人
、
梶　
　

勉
、
下
村
喜
作
、
佐
藤
和
雄
、
久
住
久
俊
、

島
田
伸
子
、
髙
坂
登
志
郎
、
藤
田
博
史
、
横
山
一
雄
、
武
藤
元
美
、
野
崎
正
志

1
つ
の
職
員
室
！

共
同
体
制
の
実
現
！

○
名
古
屋
市
立
笹
島
小
学
校
・
中
学
校
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

平
成
15
年
新
明
小
学
校
と
六
反
小
学
校

は
、
都
心
に
あ
る
小
学
校
で
あ
り
な
が
ら
人

口
が
減
少
し
、
少
子
化
が
進
み
１
ク
ラ
ス
が

数
名
の
小
規
模
校
と
な
り
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
二
つ
の
学
校
を
統
合
す
る
必
要
か
ら

地
域
住
民
に
対
し
て
説
明
を
始
め
、
平
成
16

年
に
「
新
明
・
六
反
・
笹
島
三
校
連
絡
会
議
」

を
発
足
。
こ
の
際
、「
小
学
生
と
中
学
生
が

一
緒
に
な
っ
て
勉
強
の
で
き
る
小
中
一
貫
校

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
」
と
、
教
育
委
員
会

か
ら
提
案
を
し
て
、
地
域
住
民
の
了
解
と
協

力
を
得
て
平
成
22
年
開
校
に
至
り
ま
し
た
。

視
察
時
の
小
学
校
の
学
級
数
は
６
、
児
童
数

は
1
3
7
人
、
中
学
校
の
学
級
数
は
３
で
生

ぎいん
見聞録

行
政
視
察
報
告

徒
数
は
80
人
で
し
た
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
は
職
員

室
が
１
つ
の
こ
と
も
あ
り
、
小
学
校
、
中
学

校
の
教
員
も
児
童
生
徒
の
様
子
を
直
接
見
て

い
る
こ
と
で
、
教
職
員
間
で
共
同
体
制
が
で

き
あ
が
り
、
一
貫
し
た
学
習
指
導
や
生
徒
指

導
が
可
能
と
な
り
、「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ

る
不
登
校
の
不
安
は
な
い
」
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

校
舎
管
理
は
外
部
委
託

○
川
崎
市
立
は
る
ひ
野
小
学
校
・
は
る
ひ
野

中
学
校
の
小
中
連
携
教
育
及
び
学
校
運
営

に
つ
い
て

　

小
学
生
と
中
学
生
が
同
じ
校
舎
で
学
ぶ
小

中
合
築
、
施
設
一
体
型
の
小
中
連
携
校
で
、

基
本
理
念
と
し
て
「
小
中
学
校
９
年
間
を
通

じ
て
人
間
形
成
を
実
現
す
る
」
の
ほ
か
３
点

あ
り
、
平
成
22
年
に
は
「
９
年
間
で
育
て
る

小
中
連
携
教
育
の
創
造
と
実
践
」
を
主
題
と

し
て
全
国
に
向
け
て
研
究
報
告
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
視
察
時
の
小
学
校
の
学
級
数
は

26
、
児
童
数
は
8
8
5
人
、
中
学
校
の
学
級

数
は
８
、
生
徒
数
は
2
5
2
人
で
し
た
。

　

学
校
施
設
建
設
は
P
F
I
方
式
を
導
入

し
て
契
約
は
15
年
間
で
校
舎
の
管
理
か
ら
給

食
や
受
付
、
見
回
り
等
全
て
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
も
含
め
管
理
会
社
に
外
部
委
託
し
て
お

り
、
中
学
生
に
対
し
て
も
一
食
4
0
0
円
で

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

地中熱を利用した地下にある
体育館（笹島小・中学校）

新興住宅地に建設された大規模一体校
（はるひ野小・中学校）

五
十
嵐
川
等
改
修
事
業
調
査
特
別
委
員
会	

２
月
14
日
～
15
日

吉
田
進
一
郎
、
鶴
巻
俊
樹
、
森
山　

昭
、
武
石
栄
二
、
熊
倉　

均
、
阿
部
銀
次
郎
、

西
川
哲
司
、
岡
田
竜
一
、
杉
井　

旬
、
山
田
富
義
、
小
林　

誠
、
笹
川
信
子
、
佐
藤
宗
司

ダ
ム
を
か
さ
上
げ
し
て

貯
水
量
を
増
加

○
氷
川
ダ
ム
再
開
発
事
業
に
つ
い
て（
熊
本
県
）

　

氷
川
ダ
ム
再
開
発
事
業
は
、
予
備
放
流
の

解
消
、
利
水
容
量
の
確
保
及
び
渇
水
期
に
お

け
る
下
流
河
川
の
極
端
な
水
位
低
下
を
防
ぎ

流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
に
既
存
ダ
ム
を
２
ｍ
嵩
上
げ
し
、
総
貯
水

量
を
80
万
㎥
増
加
さ
せ
た
も
の
で
す
。
そ
の

効
果
と
し
て
は
、
洪
水
調
整
容
量
を
確
保
し

つ
つ
、
利
水
容
量
を
確
保
で
き
た
こ
と
で
洪

水
時
の
複
雑
な
ダ
ム
操
作
が
解
消
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
正
常
な
河
川
流
量
の
確
保
と
河

川
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。7つ

の
遊
水
地
建
設
を
計
画

○
黒
川
流
域
治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
（
熊

本
県
）

　

黒
川
流
域
治
水
対
策
事
業
は
、
平
成
２
年

に
発
生
し
た
大
水
害
を
契
機
に
河
川
改
修
に

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
７

つ
の
遊
水
地
建
設
を
計
画
し
、
現
在
ま
で
に

３
つ
の
遊
水
地
が
完
成
し
て
お
り
、
そ
の
効

果
と
し
て
は
、
約
40
㎝
水
位
低
減
が
図
れ
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
新
た
に
整
備
す
る
２
つ

の
遊
水
地
と
河
川
掘
削
を
加
え
る
こ
と
で
最

大
約
２
・
５
ｍ
の
水
位
低
減
が
図
れ
る
予
定

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
７
月
に
発
生
し
た
九
州

北
部
豪
雨
被
害
に
よ
り
、
国
の
河
川
激
甚
災

害
対
策
特
別
事
業
に
採
択
さ
れ
、
輪
中
堤
や

宅
地
嵩
上
げ
に
よ
る
治
水
対
策
を
行
う
と
の

こ
と
で
し
た
。

ま
と
め

　

氷
川
ダ
ム
は
、
笠
堀
ダ
ム
よ
り
規
模
が
小

さ
く
感
じ
た
が
ダ
ム
湖
か
ら
上
流
域
に
人
工

造
林
が
多
く
、
嵩
上
げ
工
事
に
は
環
境
に
配

慮
し
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

黒
川
流
域
治
水
対
策
事
業
は
、
集
落
そ
の

も
の
を
堤
防
で
囲
む
輪
中
堤
の
建
設
を
激
特

事
業
の
関
係
で
、
５
年
以
内
に
完
了
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
事
例
が
少
な
く
モ
デ

ル
と
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
な
ど
事
業
の
大
変

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

氷川ダム（熊本県）

ぎ い ん 見 聞 録ぎ い ん 見 聞 録   




